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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 78.3ha

交付期間 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ○

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

長崎県 市町村名 大村市 地区名 大村中心地区（第2期）

平成26年度～平成30年度 事後評価実施時期 令和元年度 交付対象事業費 4,348

当初計画
から

削除した

なし

なし

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路（1路線）、高質空間形成施設（3路線）、地方都市リノベーション推進施設（市立図書館）

なし

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

地域生活基盤施設（駐輪場、駐車場）
中心拠点誘導施設（市歴史資料館）
既存建築物活用事業－中心拠点誘導施設（地域ケア包括センター、総合福祉セン
ター）

本地区の中心拠点機能の充実強化を図る施設整備を追加 指標1及び指標2の目標を上方修正

なし

指標1 中心市街地の交流人口 人/日 6,280 Ｈ25年度 8,820

交付期間
の変更

平成26年度～平成30年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

Ｈ30年度 未実施 7,771

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

Ｈ30年度 未実施 600,600 ○
県・市の一体的な整備による図書館機能の強
化及び市歴史資料館併設の相乗効果により図
書館利用者数は増加した。

令和2年10月指標２ 図書館利用者数 人/年 153,890 Ｈ24年度 517,380

△
中心市街地の魅力と回遊性の向上及び中心拠
点誘導施設の再整備等による誘客推進によ
り、中心市街地の交流人口が増えた。

令和2年8月

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度※１

その他の
数値指標２

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

その他の
数値指標３

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

持続的なまちづくり
体制の構築

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

単位：人 6,280 Ｈ25年度 8,820 Ｈ30年度 7,771 R1年度

単位：人 153,890 Ｈ24年度 517,380 Ｈ30年度 600,600 R1年度

・市立図書館、市歴史資料館をはじめ福祉総合センター、地域包括支援センター等、集客性の高い都市機能の施設整備によって、大村中心地区の交流人口は増加した。
・道路整備や駐輪場、駐車場の整備によって、来街者の安全・快適性が高まるとともに、アクセス利便性が向上し、回遊性のあるまちづくりが進んだ。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・集客力のある公共施設や商業施設等との連携による情報発信、イベント開催等により、市内外から訪れる来街者を誘導し、さらに交流人口を増加させる。
・イベント開催の支援、空き店舗活用支援、低・未利用地活用の支援等を行い、商店街の活性化とまちの賑わいの再生を図る。
・生活利便性の高い立地環境を活かし、土地の高度利用を図った民間住宅建設の支援や子育て支援施設等の整備による定住人口を増加させる。

まちの課題の変化

大目標：県央に位置する大村市の中心市街地にふさわしい魅力と賑わいの都市の再生
　　目標１：中心市街地の魅力と回遊性を高め、人々が集い交流し、賑わいあふれるまちをつくる。
　　目標２：中心拠点誘導施設の再整備により、都市機能の充実を図り中心市街地への誘客を推進する。

中心市街地の交流人口

図書館利用者

大村中心地区（長崎県大村市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

大村中心地区A=73.8ha
（中心市街地活性化基本計画区

域）

基幹事業

関連事業

第2期整備

第1期整備済

凡 例

■基幹事業

既存建物活用事業（中心拠点誘導施設）

地域包括支援センター整備

総合福祉センター整備

○関連事業

上駅通り地区第一種市街地再開発事業

■基幹事業

道路 （市道八幡町線）

■基幹事業

高質空間形成施設（市道宮ノ本線）

■基幹事業

高質空間形成施設 （市道三城小学校前線）

○関連事業

本町アパート市民交流プラザ

■基幹事業

地域生活基盤施設 （大村市駐輪場）

■基幹事業

中心拠点誘導施設（教育文化施設）

市立図書館整備

■基幹事業

地域生活基盤施設（大村市営駐車場）

■基幹事業

中心拠点誘導施設（教育文化施設）

市歴史資料館整備

■基幹事業

高質空間形成施設 （市道西本町宮ノ本線）
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